
令
和
７
年
度

崇
城
大
学

一
般
公
募
制
推
薦
選
抜
入
学
試
験
問
題

国

語

（
一
／
五
）

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。 

受
験
番
号

氏
名

一
、

著作権により非公表とする。



令
和
７
年
度

崇
城
大
学

一
般
公
募
制
推
薦
選
抜
入
学
試
験
問
題

国

語

（
二
／
五
）

受
験
番
号

氏
名

著作権により非公表とする。



令
和
７
年
度

崇
城
大
学

一
般
公
募
制
推
薦
選
抜
入
学
試
験
問
題

国

語

（
三
／
五
）

問
一

傍
線
部
 ①
、
②
、
④
、
⑤
、
⑥
 の
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
、
③
 の
漢
字
は
読
み
を
書
け
。 

問
二

傍
線
部
 ⓐ
「
矜
持
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
オ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

ア

資
格

イ

礼
儀

ウ

自
負

エ

品
性

オ

常
識 

問
三

傍
線
部
 ⓑ
「
不
遜
な
態
度
」
の
「
不
遜
」
と
い
う
言
葉
の
同
義
語
と
対
義
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
文
中
よ
り
漢
字
二
字
で

抜
き
出
し
て
答
え
よ
。 

問
四

傍
線
部
 ⓒ
「
そ
の
た
め
の
準
備
」
の
好
例
と
筆
者
が
考
え
て
い
る
具
体
的
な
発
表
の
工
夫
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の
を
、
次
の

ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

ア

疑
問
を
持
た
れ
な
い
よ
う
丁
寧
な
説
明
に
す
る
こ
と
。

イ

内
容
が
理
解
し
や
す
い
図
や
表
の
構
成
に
す
る
こ
と
。 

ウ

自
分
の
研
究
の
位
置
づ
け
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
。

エ

聴
衆
が
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
導
入
を
考
え
る
こ
と
。 

問
五

傍
線
部
 ⓓ
 に
つ
い
て
、「
研
究
発
表
に
対
す
る
私
の
考
え
方
」
は
、
以
前
は
ど
う
だ
っ
た
の
が
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の

か
。「
聴
衆
」
と
い
う
語
を
必
ず
用
い
て
、
九
十
字
以
上
、
百
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。 

問
六

空
欄

 、

 に
入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
オ
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
よ
。 

ア

つ
ま
り

イ

む
し
ろ

ウ

だ
か
ら

エ

し
か
し

オ

や
は
り 

問
七

傍
線
部
 ⓕ
「
 

 心
伝
心
」
の

 に
入
る
漢
字
一
字
を
答
え
よ
。 

問
八

傍
線
部
 ⓗ
「
そ
の
ず
れ
を
修
正
す
る
」
と
は
何
を
ど
う
す
る
こ
と
か
。
二
十
五
字
以
上
、
三
十
五
字
以
内
で
答
え
よ
。 

問
九

傍
線
部
 ⓘ
「
研
究
者
と
し
て
の
適
性
に
欠
け
る
」
人
は
、
他
人
の
発
表
を
ど
の
よ
う
に
聞
く
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
か
。
最
も

適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
オ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

ア

相
手
が
嫌
な
思
い
を
し
よ
う
と
関
係
な
く
、
自
分
が
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
し
つ
こ
く
質
問
攻
め
に
す
る
。 

イ

自
分
な
ら
こ
う
す
る
と
い
う
関
心
を
持
っ
て
、
相
手
の
発
表
の
内
容
を
自
分
ご
と
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。 

ウ

相
手
と
自
分
は
も
と
も
と
違
う
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
さ
え
気
づ
か
ず
に
、
疑
問
を
持
た
ず
に
聞
く
。 

エ

自
分
の
研
究
が
一
番
価
値
あ
る
も
の
だ
と
信
じ
、
相
手
の
優
れ
た
発
表
に
も
全
然
耳
を
貸
そ
う
と
し
な
い
。 

オ

相
手
の
研
究
発
表
を
、
疑
問
点
や
自
分
の
知
識
や
考
え
と
の
相
違
点
な
ど
を
意
識
し
な
い
で
聞
い
て
い
る
。 

問
十

傍
線
部
 ⓙ
「
そ
の
軋
轢
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

ア

当
事
者
と
し
て
研
究
で
き
る
者
と
当
事
者
で
は
な
い
者
と
の
違
い
か
ら
生
じ
る
対
立
。 

イ

自
分
の
知
っ
て
い
る
こ
と
と
発
表
か
ら
知
り
得
た
こ
と
と
の
違
い
か
ら
生
じ
る
摩
擦
。 

ウ

研
究
発
表
者
の
見
識
の
深
さ
と
自
分
の
信
じ
る
世
界
観
と
の
違
い
か
ら
生
じ
る
困
惑
。 

エ

外
部
か
ら
入
手
し
た
知
識
と
自
分
が
抱
い
て
き
た
解
釈
と
の
違
い
か
ら
生
じ
る
矛
盾
。

問
十
一

傍
線
部
 ⓚ
 に
つ
い
て
、「
ラ
ボ
の
メ
ン
バ
ー
」
が
「
よ
く
質
問
し
て
」
い
る
こ
と
を
筆
者
が
喜
ん
で
い
る
理
由
を
、「
質
問
」
の

意
義
を
ふ
ま
え
て
、
九
十
字
以
上
、
百
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

ⓖ

ⓔ

受
験
番
号

氏
名



令
和
７
年
度

崇
城
大
学

一
般
公
募
制
推
薦
選
抜
入
学
試
験
問
題

国

語

（
四
／
五
）

次
の
 ①
 〜
 ⑤
 の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
書
け
。 

①

彼
は
世
事
に
疎
い
。 

②

前
言
を
翻
す
行
為
だ
。 

③

そ
れ
は
狭
量
な
考
え
方
だ
よ
。 

④

従
容
と
し
て
最
後
の
時
を
迎
え
た
。 

⑤

人
生
を
安
穏
に
暮
ら
す
。 

  

次
の
 ①
 〜
 ③
 の
意
味
に
当
て
は
ま
る
「

」
内
の
こ
と
わ
ざ
の
空
欄
 

 に
、
適
切
な
漢
字
一
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
書
け
。 

①

長
い
経
験
が
な
に
よ
り
も
大
事
だ
と
い
う
こ
と

「

亀
の
甲
よ
り
年
の
 

」 

②

上
手
な
人
で
も
た
ま
に
は
失
敗
す
る
こ
と
が
あ
る

「

上
手
の
 

 か
ら
水
が
漏
れ
る

」 

③

学
者
が
俗
世
間
を
離
れ
て
研
究
に
没
頭
す
る
さ
ま

「

象
牙
の
 

 に
こ
も
る

」 

  

次
の
文
章
で
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
上
の
工
夫
を
、
あ
と
の
ア
〜
キ
の
う
ち
か
ら
三
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

 

 

 

 
ア

直
喩

イ

隠
喩

ウ

擬
人
法

エ

倒
置
法

オ

体
言
止
め

カ

擬
声
語

キ

擬
態
語

 

  

次
の
ア
〜
エ
の
傍
線
部
で
、
意
味
用
法
が
（
例
）
と
同
じ
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

（
例
）
こ
の
車
が
好
き
な
の
は
、
デ
ザ
イ
ン
が
美
し
い
か
ら
だ
。 

ア

あ
ぶ
な
い
か
ら
や
め
な
さ
い
。

イ

先
生
か
ら
借
り
た
本
を
読
ん
だ
。 

ウ

水
は
水
素
と
酸
素
か
ら
な
る
。

エ

水
不
足
か
ら
飢
饉
が
起
こ
っ
た
。 

  

次
の
会
話
文
ア
〜
エ
の
中
で
、
敬
語
の
使
い
方
が
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

ア
（
面
接
官
）

そ
れ
で
は
、
今
か
ら
い
く
つ
か
質
問
を
し
ま
す
。
ま
ず
、
あ
な
た
は
ど
う
し
て
本
校
を
受
験
し
よ
う
と
お
思
い
に
な
ら

れ
た
の
で
す
か
。
理
由
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

イ
（
受
験
生
）

は
い
、体
験
入
学
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
に
、自
由
な
校
風
で
部
活
動
も
盛
ん
な
高
校
だ
と
い
う
印
象
を
持
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
父
か
ら
、
素
晴
ら
し
い
学
校
だ
と
う
か
が
っ
た
こ
と
も
動
機
の
一
つ
で
す
。 

ウ
（
面
接
官
）

そ
う
で
し
た
か
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
次
の
質
問
を
し
ま
す
が
、
入
学
し
た
ら
、
入
り
た
い

部
活
動
は
何
か
あ
り
ま
す
か
。 

エ
（
受
験
生
）

は
い
、
中
学
時
代
に
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
吹
奏
楽
部
に
入
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
御
校
の
吹
奏
楽
部
は

全
国
大
会
に
出
場
す
る
ほ
ど
盛
ん
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

受
験
番
号

氏
名

二
、

       

三
、

     

四
、

       

五
、

      

六
、

 

雨
が
降
り
込
ん
だ
た
め
に
、廊
下
が
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
よ
う
に
つ
る
つ
る
と
滑
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
、

廊
下
を
歩
く
と
き
は
。



令
和
７
年
度

崇
城
大
学

一
般
公
募
制
推
薦
選
抜
入
学
試
験
問
題

国

語

（
五
／
五
）

次
の
文
章
は
、「
熊
本
の
文
学
」
と
題
し
て
Ａ
さ
ん
が
書
い
た
研
究
発
表
文
の
一
節
で
あ
る
。
文
章
中
の
空
欄

 、

 に

入
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
あ
と
の
ア
〜
コ
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

ア

坊
っ
ち
ゃ
ん

イ

二
百
十
日

ウ

草
枕

エ

三
四
郎

オ

そ
れ
か
ら 

カ

第
一

キ

第
二

ク

第
三

ケ

第
四

コ

第
五

Ⅰ

Ⅱ

受
験
番
号

氏
名

七
、

「
山
路
を
登
り
な
が
ら
、
こ
う
考
え
た
。
知
に
働
け
ば
角
が
立
つ
。
情
に
棹さ
お

さ
せ
ば
流
さ
れ
る
。
意
地
を
通
せ
ば
窮
屈
だ
。

と
か
く
に
人
の
世
は
住
み
に
く
い
。」

こ
れ
は
、
夏
目
漱
石
の
小
説
「
 

 」
の
冒
頭
部
分
で
す
。
明
治
二
十
九
年
に
四
国
松
山
中
学
校
か
ら
熊
本
の

高
等
学
校
の
教
師
と
し
て
赴
任
し
た
経
験
を
持
つ
漱
石
は
、
明
治
三
十
九
年
、
熊
本
の
ひ
な
び
た
温
泉
場
を
舞
台
と
し
た
こ
の

小
説
を
書
き
ま
し
た
。
浪
漫
的
な
彽
徊
て
い
か
い

趣
味
の
強
い
作
品
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
彽
徊
趣
味
」
と
は
、
俗
世
間
の
苦
労
を

避
け
て
、
余
裕
あ
る
気
分
で
東
洋
的
な
詩
や
歌
の
境
地
に
浸
ろ
う
と
す
る
態
度
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。 

Ⅰ

Ⅱ



令
和
７
年
度

崇
城
大
学

一
般
公
募
制
推
薦
選
抜
入
学
試
験
問
題

国
語
解
答
用
紙

受
験
番
号

氏
名

総
点

問
一

一
、

⑤

  い
て

①

⑥ ②

③

  し

④

問
二

（
同
義
語
）

問
四

問
九

問
十

問
七

問
五

問
六

問
八

問
三

ⓔ

ⓖ

問
十
一

点

（
一
／
二
）

（
対
義
語
）



令
和
７
年
度

崇
城
大
学

一
般
公
募
制
推
薦
選
抜
入
学
試
験
問
題

国
語
解
答
用
紙

受
験
番
号

氏
名

二
、
①

  い

②

  す

③

④

⑤

三
、
①

②

③

四
、

Ⅰ

Ⅱ

五
、

六
、

七
、

点

（
二
／
二
）



国語（一般公募制推薦）
工学部・情報学部・芸術学部

国語（一般公募制推薦）
工学部・情報学部・芸術学部

一 問一 ① 興奮 ② 招待 ③ かも（し）

④ 閉口 ⑤ 就（いて） ⑥ 照合

問二 ウ

問三 （同義語）傲慢 （対義語）謙虚

問四 ア

問五
以前は、研究発表は聴衆に配慮する必要はなく聞

きたい人が聞けばいいという考えだったが、発表

の内容を聴衆が理解し、関心を持ってもらうこと

が大事で、そのための準備をするのが当然だとい

う考えに変わっていった。【解答例】

問六 ⓔ エ ⓖ ウ

問七 以

問八
自分と発表者との認識、感覚、蓄積された知識の

量の差を詰めること。【解答例】

問九 オ

問十 イ

問十
一自分の研究室のメンバーが研究発表の場におい

て質問することで、発表された内容を自分のもの

として考え、自分ならどう考え、どう行動するか

といった考え方ができるような状態にあること

をうれしく思ったから。【解答例】

二 ① うと（い） ② ひるがえ（す）③ きょうりょう

④ しょうよう ⑤ あんのん

三 ① 功（劫） ② 手 ③ 塔

四 ア・エ・キ（順不同）

五 ア

六 ウ

七 Ⅰ ウ Ⅱ コ

                            

                            

                            

                            




